
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 普及啓発・情報提供 

宮崎県 
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Ⅳ 普及啓発・情報提供 

１ 「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」（九州・沖縄ブロック） 
（１）共生社会コンファレンスの趣旨 

 
 

（２）令和３年度コンファレンス実施団体 
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（３）開催報告事務局は教育庁生涯学習課、特別支援教育課が担うこととした。 
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２ ホームページへの情報掲載 

県生涯学習課ホームページ「みやざき学び応援ネット」に本事業の情報を掲載するためのペー

ジを準備し、協議会の記録やコンファレンスの様子など随時、情報を掲載した。 

【URL】http://www.sun.pref.miyazaki.lg.jp/symbiotic_society_index.html 

    トップ＞生涯学習・社会教育＞共生社会の実現に向けた生涯学習の充実 

 

 

 
 

また、県内各地で行われている様々な生涯学習に関する情報については、同ホームページ、ト

ップページ下の「県民情報広場」の活用を検討しているところである。 
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３ メディアを活用した本事業の広報 

（１）ラジオ 宮崎サンシャインエフエム ～ホットオンレディオ～ 

令和 4 年 1月 6 日(木)、宮崎市に所在地を構えるコミュニティ放送局である「宮崎サンシ

ャインエフエム」にて、「障がいのある方の生涯学習とは」をテーマにパーソナリティーと

の対話の様子が放送された。また「共に学び、生きる共生社会コンファレンス（九州・沖縄

ブロック）」のことについても紹介することができた。 

 

（２）テレビ 宮崎県教育情報テレビ「みらい・みやざき まなび隊」 

令和 4年 2月 5日（土）、MRT宮崎放送のテレビ番組で、「共に学び、生きる共生社会コ

ンファレンス」（九州・沖縄ブロック）の様子が放映された。宮崎県庁ホームページ「楠並

木ちゃんねる」で視聴できる予定である。 

【URL】https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kusuchan/index.html 
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（３）YouTube 宮崎県教育庁チャンネル 

宮崎県教育委員会公式 YouTubeチャンネルにて

「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」

（九州・沖縄ブロック）の紹介を行った。 

動画アップ後からコンファレンスに関する問合

せもあり、一定の効果があったと考えられる。 

 

 

 

（４）LINE 宮崎県公式 LINEアカウント 

宮崎県の公式 LINE アカウントを活用し、「共

に学び、生きる共生社会コンファレンス」（九

州・沖縄ブロック）の紹介を行った。 

「友だち」登録者数 9,758 名（令和４年 2 月

22 日現在）おり、チラシ作成枚数 1,400 枚から

考慮すると、今後の広報の手段として有効である

と考える。 
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Memo 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 成果と課題 

宮崎県 





 

 

 

63 
Ⅴ 成果と課題 

１ 成果 
（１）コンソーシアムの形成 

○ 中部地区、南部地区、北部地区の 3 地区に分かれ、それぞれの地域や委員の実態に即し

た障がいのある方の生涯学習について展開方策を検討することができた。 

○ 当事者団体や支援団体、学校、社会福祉、企業等様々な分野や立場を超えて本事業の連

携推進体制を構築するとともに、今年度は市町村教育委員会の生涯学習講座担当職員を委

員として委嘱することで、本事業終了後のそれぞれの地区での継続的な実施に向けた体制

を構築することができた。 

（２）実践研究 

○ 視点の異なる６団体で研究を行い、コンファレンスや連携協議会において報告するとと

もに、実施報告書にもそれぞれの実践をまとめ共有することができた。 

○ 県内 2 校の特別支援学校に「取組推進校」として依頼し、学校卒業後の生涯学習のイメ

ージづくりと意欲向上に向けた取組を実施することができ、コンファレンスにおいても紹

介することができた。 

（３）普及啓発・情報提供 

○ 昨年度に引き続き、九州・沖縄ブロックとしての開催であったが、今年度は、内容を県

内の各種団体や活動の情報提供を主としたものにして実施した。約 160名の参加で、事後

アンケートでの満足度約95％であったことから、参加者にとっては「共生社会」について

考えるよいきっかけとなったと考える。 

○ 今年度はテレビ、ラジオ、SNS、広報誌等、多様な情報発信方法を試行することができ、

一定数ではあるがその反応が見られた。今後につながる試行であったと捉える。 

 

２ 課題 
（１）コンソーシアムの形成 

○ 新型コロナウイルス感染症の拡大により、当初対面式で予定していた協議会 4 回のうち

3 回がオンラインでの開催となり、共通理解や計画通り実施することが難しかった。委員

同士の共通理解や意見交換など、運営方法について検討が必要である。 

（２）実践研究 

○ 3 地区それぞれで実施している委託団体の取組を各地区の協議と関連させることが難し

かった。次年度は、委託団体と各地区の協議を関連させて進めていきたい。 

（３）普及啓発・情報提供 

○ 県内で行われている多様な取組についての情報収集と発信について、県生涯学習課ホー

ムページの活用を検討中である。ただ、その手段が最善かはまだ検討の余地があり、当事

者の意見を参考にして進めていく必要がある。 

○ 本事業の取組について、普段「共生社会」を意識しない県民に広く周知させることに、

難しさを感じた。メディアの活用を含め、次年度の取組について検討していく必要がある。 
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３ 次年度に向けて 
（１）コンソーシアムの形成 

○ 各地区で継続可能な取組とするために、各市町村の公民館等の生涯学習講座との連携を

進めていく。その運営方法について各地区の委員で検討し、バックアップ体制を構築して

いく。また、各主管課の理解を促すための訪問・説明を積極的に行う。 

○ 3地区の地域や委員の実態に即した取組については継続して検討していく。 

（２）実践研究 

○ 各地区で委託している団体については、それぞれの地域の公民館等の生涯学習講座との

連携を想定した取組として実施していく。委託団体とその市町村担当との意見交換や協議

を十分に行い講座実施につなげる。 

（３）普及啓発・情報提供 

○ 本事業の周知を図るために、「市町村担当者等研修会（仮称）」を次年度も行い、「障

がい者の生涯学習」の視点に立った内容で計画していく。 

○ 県内の社会福祉協議会や自立支援協議会などとの連携を図りながら情報収集、提供の在

り方について検討していく。 

○ 本事業の情報発信については、普段「共生社会」を意識しない県民に広く周知させるた

めに、今年度試行した SNS 以外にもテレビなどのメディアを積極的に活用し、県民への幅

広い周知を図る。 
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令和３年度 「共生社会の実現に向けた生涯学習支援に係る実践研究事業」 

実施報告書 

 

宮崎県教育庁生涯学習課 

〒880-8502 宮崎県宮崎市橘通東１丁目９番１０号 

電  話 ０９８５－２６－７２４４ 




